
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市

一一市政だよ り

IfJfIJ 61年

UUn号

-人口の動き
(前月比〉

人口(男)33，758 '.-'+46'1 ( 
(女)36，539 +40 

(計)70，297 +86 

世帯数 '20，884 +98 

10月4日現在

来 年 l'1年生
~新入学児健康診断 (10月14日、中央小学校)~(

今日は新入学児健康診断あ白さんに連れられた子供だちは チヨツヒリ緊張ぎみ

でも診断ガ進むにつれて 笑顔もでてきます 自分の名前も元気で言えましだ

これからだんだん寒くなります風邪などに気をつけて 来年の春は元気で学校に行こうね

毎月 l回発行 発行所/大村市役所宮代(53)4111 編集/広報公聴課 印刷所/t朝三商堂



特集回忌 3
舎や人生80年 O 

20歳のヤングマン-・・・・・40歳の働

き盛り-・・・・・謹でもガトシをとり¥

u老人口といわれるときを迎えま

す。ぎた¥思いがけない病気やケ

ガで、身体に障害ガ残ったり¥ある

いは¥一家の働き手をてくす場合

があるかも知れません。

国民年金制度は¥このような場

合に年金を支給して生活の安定を

はかることを目的としています。

61.11市政方よりおおむら

a 

貯み

あん

わが国の公的年金制度は¥全国

民を対象として基礎年金を支給す
る国民年金と¥被用者を対象とし

て報酬比例年金(原則として墓礎

年金の上乗せ〉を支給する被用者

年金 (厚生年金保険¥共済組合〉

の二つに大別されきす。

E3二L

レ¥J E-翠翠翠遇
公的年金加入者は 5，824万人で

す。全国で90%以上の人ガ公的年

金に加入し¥将来に備えているこ

とになります。

誰
で
も

国
民
年
金
に
加
入

被
保
険
者
は
3
種
類

の人¥i

さ
て
あ
な
た
は
?

資
格
満
了
者
な
ど
で
、
現
在
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な

い
、
初
歳
以
上

ω歳
未
満
の
人
た
ち

で
す
。

な
お
、
第
1
号
被
保
険
者
に
は

付
加
年
金
、
寡
婦
年
金
、
死
亡

一
時

金
な
ど
、
独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
加
入
す
る
人

(
強
制
加
入
)

第
4
1

号
被
保
険
者

自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者
、
自
由

業
者
、
老
齢

(退
職
)
給
付
の
受
給

S謂沼郡司B
昭和60年3月末現在で¥老齢基

礎年金受給権者は 1，124万人です。

そのうち厚生年金保険ガ305万人、

拠出国民年金ガ 657万人となって

います。

4~ 
第
2
号
被
保
険
者

ワ ー
ご協力ください)下水道 (工事中ご迷惑をおかけしますが、

希
望
で
加
入
す
る
人

(
任
意
加
入
)

次
の
人
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
っ

て
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

ω歳
以

上
白
歳
未
満
の
人

②
海
外
に
住
ん
で
い
る
却
歳
以
上
町

歳
未
満
の
日
本
人

③
加
歳
以
上

ω歳
未
満
の
学
生

④
老
齢

(退
職
)
年
金
の
受
給
者

厚
生
年
金
保
険

(船
員
保
険
)
に

加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
被

保
険
者
)
本
人
や
、
共
済
組
合
の
組

A
E
貝第

3
号
被
保
険
者

ひらく基礎です

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
共
済
組
合
員
の

奥
さ
ん

(
専
業
主
婦
)
で
、
小
山
歳
以

上

ω歳
未
満
の
人

( 

※80年代
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E1GBヨ月額

'J ~ U(D(D円
付加保険料

'J~~(D(D円

市役所から送ら

れてくる納付書

で¥金融機関に

納めます。

保
険
料
を

納
め
る

方
法

銀行などの口座

から¥そのつど

自動的に納めま

す。(手続きは

各金融機関へ〉

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
必

要
期
間
を
満
た
す
ヲ
)
と
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険

料
は
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
、
っ
。

保
険
料
は
、
加
歳
か
ら

ω歳
ま
で

の

ω年
問
、
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
こ
の
間
に
最
低
お
年
以
上
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
料
は
、
年
齢
・
所
得

・
性
別

に
関
係
な
く
全
国
一
律
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
(
第
3
号
被
保
険
者
)

の

年

金

は

届
け
出
が
な
い
と

ま
労
も
ら
え
ま
せ
ん

ご
主
人
が
厚
生
年
金
あ
る
い
は
共

済
組
合
に
加
入
し
て
、
そ
の
夫
に
扶

養
き
れ
て
い
る
妻

(初
歳

iω
歳
未

満
)
は
、
国
民
年
金
に
強
制
加
入
し

第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
、
日
歳
か

ら
自
分
名
儀
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地域の納ば組合

に加入して、納

めます。

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

厚生年金や共済

組合から必要な

額だけ拠出金と

してまとめて支

払われますので

自ら納める必要

はありません。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
(
第
3

号
被
保
険
者
)
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
た
め
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
納
め

な
く
て
も
よ
い
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
き
ん
(
第
3
号
被
保

険
者
)
と
し
て
の
記
録
が
残
ら
な
い

で
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け

出
を
し
て
く
だ
き

い
。

こ
の
よ
う
な
掴
場
合
は

市
民
課
へ
届
け
出
を

①
被
用
者
年
金
制
度
の
加
入
者
(
会

社
や
役
所
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
)

と
結
婚
し
て
専
業
主
婦
と
な
っ
た

と
主
」

②
配
偶
者
が
被
用
者
年
金
制
度
に

加
入
(
会
社
や
役
所
な
ど
に
就
職
)

し
た
と
き
。

③
配
偶
者
が
会
社
や
役
所
な
ど
を
退

職
し
た
と
き
。

④
自
分
の
収
入
が
増
え
て
、
健
康
保

険

(共
済
組
合
)
の
被
扶
養
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
。

⑤
自
分
の
収
入
が
減

っ
て
、
健
康
保

険

(共
済
組
合
)
の
被
扶
養
配
偶

者
に
な
っ
た
と
き
。

⑥
加
入
す
る
年
金
制
度
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
。

⑦
離
婚
し
た
と
き
。

な
お
、
届
け
出
に
は
印
鑑
、
年
金

手
帳
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

※ご利用〈ださいn 建設雇用改善助成金制度 (問い合わせ:大村公共職業安定所、合⑫2101)

保
険
料
は
ご
主
人
の
給
料
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
を
す

る
と
、
ご
主
人
の
給
料
か
ら
保
険
料

を
天
引
き
さ
れ
る
の
で
届
け
出
を
し

な
い
と
い
う
人
や
、
届
け
出
を
し
た

が
天
引
き
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
国

民
年
金
に
加
入
も
れ
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
人
が
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
き
ん
の
保
険

料
は
、
ご
主
人
の
加
入
し
て
い
る
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
制
度
が
全
体
と

し
て
負
担
す
る
仕
組
み
で
す
。

で
す
か
ら
、
保
険
料
は
ご
主
人
の

給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

(
4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
)

- 3 -



61.11市蔵万より <JJ<JJilJS 

給

付

老

齢

基

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
(
保
険
料
免
除
期
間
を
含

む
)
が
お
年
以
上
あ
る
人
が
、

日
歳

に
達
し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。

受
給
資
格
期
間

間貧
民z 
グ〉

保
険
料
を
納
め

期

円

額一

日

金一

一郎

年
了
間

の一

引

金一一

昨

年一

ぷ

礎
一辺

基一

寸

齢一

野

老
一

金

一

一
年

基
礎
年
金
に
は

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

礎

年

金

②
国
民
年
金
の
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間

③
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
な
ど
(
カ
ラ
期
間
)

④
昭
和
初
年
4
月
以
降
の
厚
生
年
金

(
船
員
保
険
)
の
被
保
険
者
期
間

ま
た
は
、
共
済
組
合
の
組
合
員
期

①
i
④
を
合
計
し
て
、

老齢基礎年金の計算式 〉

(保険料納付済月数)+(保険料免除月数)xす
622，8∞円×
(昭和岬度価格) 加入可能年数X12

(別表 1) 

原
則
と
し

(注)622，800円とい うのは昭和61年度価格です。

昭和62年 4月には、老齢基礎年金額は、

昭和61年末までの物価上昇率で改定きれる

予定です。

て
お
年
以
上
の
期
間
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
加
入
し
て
い
て
も
保
険

料
を
納
め
な
か
っ
た
期
間
は
除
か
れ

ま
す
。

生 年 月 日

昭和 9年 4月2日~昭和10年 4月1日 33年 l

昭和10年4月2日~昭和11年4月l日 34年

昭和11年4月2日~昭和12年4月l日 35年

昭和1-2年4月2日~昭和13年 4月1日 36年

昭和13年4月2日~昭和14年4月1日 37年

昭和14年 4月2日~昭和15年4月1日 38年

昭和15年4月2B-昭和16年4月1B 39年

昭和16年4月2日以後 40年

く別表 1> 

加入可能年数表

生 年 月 日 加年入可数能

大正15年4月2日~昭和 2年4月l日 25年

昭和 2年4月2日~昭和 3年4月l日 26年

昭和 3年 4月2B-昭和 4年 4月1日 27年

昭和4年4月2日~昭和 5年4月1日 28年

昭和 5年4月2日~昭和 6年 4月1日 29年

昭和 6年4月2日~昭和 7年4月1日 30年

昭和 7年4月2日~昭和 8年 4月1日 31年

昭和 8年4月2日~昭和 9年 4月l日 32年

(注)加入可能年数は、昭和36年 4月 1日以降60歳までの年数です。

【おなたの年愈額は?】|

4.昭和 6年 8月生まれで、保険料の納め忘れのある人
臥)議

| 保険料納付 | 未納 | 保検料納付 l¥ 
¥岬 ¥6年 ¥ 14年 V

120月+168月
年金額は 622，800円x'_V':，:̂ -.;v.. 498，200円

360月

-老齢基礎年金の計算例(国民年金の加入期聞のみの場合)) 

1.昭和16年4月2日以降生まれで、保険料をすべて納

めた人の金額・・・・・・622，800円
2.昭和9年 6月生まれで、加入可能年数 (33年)すべ

て保険料を納めた人の年金額…… 622，800円

3.昭和16年4月2日以降生まれで、保険料の納め忘れ

のある人 -老齢基礎年金の計算式(厚生年釧入期間がある場合)

20歳 退職 国民年金加入 60歳

l :':.~4 厚生年金 I 固辞榊λ | 保検料納付 卜¥
¥J5年¥昨 ¥ 腕 ¥J

/他に60歳から65歳にな るまで5年分の特別支給の老船厚生1
L年金が、65歳から5年分の老齢厚生年金が、受けられます j E

 

保険料納付

20年

一一
一ート
¥

60月+264月
年金額は 622，800円xvV':，，'n-;'" 420，400円

480月

※雇用保険不正受給防止にご協力を (11月は雇用保険不正受給防止啓発月間)

240月+192月
年金額は 622 ， 800円 X_ .

V

•• ;n~v，;" 560，500円
480月



市iff!aiよりお<EaJS 61.11 

障
害
基
礎
年
金
は
、

国
民
年
金
加
入
中
に
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
や
、

初
歳
前
の
障
害
で
障
害

者
に
な
っ
た
場
合
に
、

(初
歳
か
ら
)
支
給
さ

れ
ま
す
。

昭
和
日
年
3
月
ま
で
、

障
害
年
金
を
受
け
て
い

た
人
は
、
年
金
額
が
障

害
基
礎
年
金
と
同
様
の

額
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

障
害
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
た
人
、
初
歳
前

の
障
害
で
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、

基i楚年金霊室
c:::ョF早

年金額(昭和61年度価格)

1級障害一.......778，500円

2級障害……… 622、800円

また、障害基礎年金の受給者によ って、生計を維持

されている子 (18歳未満か20歳未満の障害者)がある

ときには、次の額が加算きれます。

宮買算

各186，800円

n
H
H
 

引
H
M

l人目・2人目 (1人につき )

子グ〉象対算力日

本
人
の
所
得
が

二
疋
の
額
を
超
え
る

と
き
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

支
給
ガ
受
け
ら
れ
る
要
件

①
初
診
日
前
に
、
加
入
期
間
の
3
分

の
2
以
上
の
保
険
料
納
付
済
期
間

(保
険
料
免
除
期
間
も
含
む
)
が

必
要
で
す
。

m障
害
認
定
日
に
政
令
で
定
め
ら
れ

て
い
る
障
害
等
級
表
の

1
級
ま
た

は、

2
級
の
障
害
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。

③
初
歳
前
の
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
障

害
者
に
対
し
て
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
昭
和
口
年
4
月
1
日
前
に
初
診
日

が
あ
る
場
合
は
、
特
別
と
し
て
初

診
日
前
の
1
年
間
に
、
保
険
料
滞

納
期
聞
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
障
害
認
定
日
と
は
、
病
気
や
ケ
ガ

に
ょ
っ
、
初
め
て
診
療
を
受
け
た

日
か
ら
1
年
6
か
月
を
経
過
し
た

日
ま
た
は
、

-
年
6
か
月
を
ま
た

な
い
で
も
症
状
が
固
定
し
た
と
き

は
そ
の
日
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

、E邑
1塁

族

基

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
の

被
保
険
者
中
の
死
亡
ま
た
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間
(
原

則
と
し
て
お
年
)
を
満
た
し
た
人
が

死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ

る
妻
ま
た
は
、
子

(日
歳
未
満
か
却

歳
未
満
の
障
害
者
)
に
支
給
さ
れ
ま

す
。昭

和
日
年
3
月
ま
で
の
聞
に
、
母

子

・
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
を
受

け
て
い

た
人
の
年
金
は
昭
和
臼
年
4

月
以
降
も
引
き
つ
づ
き
受
け
ら
れ
、

年
金
額
は
遺
族
基
礎
年
金
と
同
様
の

額
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

母
子

・
準
母
子
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
た
人
は
、
昭
和
白
年
4
月
か
ら

遺
族
基
礎
年
金
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
る

一
定
以
上
の
所

礎

金

年金は、国民みんな

の積み重ね

(毎週月・水・金曜日、午前 9時~午後 3時、福祉セ ンター)

年

得
が
あ
る
場
合
は

れ
ま
す
。

支
給
が
停
止
さ

免
除
期
間
も
含
む
)
が
必
要
で
す
。

②
死
亡
し
た
ご
主
人
に
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間
(
原

則
と
し
て
お
年
)
が
あ
る
こ
と
。

③
昭
和
九
年
4
月
1
日
前
に
死
亡
し

た
場
合
は
、
死
亡
前
1
年
間
に
保

険
料
滞
納
期
聞
が
な
け
れ
ば
受
給

で
き
ま
す
。

子のみの場合に支給さ れる年金額

子 グ〉 数 年 金 額

1人の とき 622，800円

2人 のとき 809，600円

3人のとき 871，900円

4 人以上
3人のときの額に 1人に
っき 62，300円を加算

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
険
年
金
課
年
金
係
ヘ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

υ

支
給
、
が
受
け
ら
れ
る
要
件

①
被
保
険
者
期
間
の
3
分
の
2
以
上

の
保
険
料
納
付
済
期
間

(保
険
料

年金額(昭和61年度価格)

子のある 妻に支給される年金額

子 グ〉 数 年 金額

1人のとき 809，600円

2人のとき 996，400円

3人のとき 1，058，780円

一
3人のときの額に 1人に
っき 62，300円を加算

(注)子 l人あたりの年金額は、表中「年金額」の

欄の額を子の数で割った額になり ます。

※心配ごと 相談 日
ro 
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受診で厳援を

結核健康診断のため

レントゲン車が巡回します

ま
だ

1
年
間
に

6
万
人
の
結
核
患
者
が
で
て
い
ま
す

結
核
は
昔
の
病
気
だ
と
思
わ
れ
が

l
人
の
問
題
で
は
す
ま
ず
に
、
周
り

ち
で
す
が
、
我
が
国
で
は
、
今
な
お

の
人
、
特
に
未
感
染
で
生
ま
れ
て
き

年
間
6
万
人
も
の
新
由
霊
告
が
発
見
き

た
子
供
た
ち
へ
伝
染
し
て
し
ま
う
可

れ
て
い
る
最
大
の
伝
染
病
で
す
。

能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。

結
核
予
防
法
で
は
、
国
民
全
員
が

今

で

は

、

結

核

は

早

期

発

見

・
治

定
期
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
を
義
療
を
す
れ
ば
治
ら
な
い
病
気
で
は
あ

務
づ
け
て
お
り
、
職
場
や

学

校

で

は

り

ま

せ
ん。

皆
き
ん
自
身
の
健
康
を

必
ず
年
に

1
回
検
診
を
す
る
よ
う
に
確
信
す
る
た
め
に
も
必
ず
受
診
し
ま

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
の

し
よ
う
。

主
婦
や
自
営
業
の
人
な
ど
団
体
に
属
ま
た
、
こ

の
検
診
で
は
、
肺
ガ
ン

さ
な
い
人
の
健
康
管
理
は
、
す
べ
て
や
他
の
胸
の
病
気
も
発
見
す
る
こ
と

本
人
の
自
覚
に
か
か
お

っ
て
り

も
が
で
き
ま
す
の
で
、
特
に
タ
バ
コ
を

し
発
見
が
遅
れ
た
と
し
た
ら
、
自
分
吸
う
人
は
、
ぜ
ひ
受
診
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

対
象

次
の
人
を
除
く
市
民
全
員

②
杭
学
前
の
乳
幼
児
、
小

・
中

・

高
校
な
ど
の
児
童

・
生
徒

②
職
場
な
ど
で
定
期
健
康
診
断
を

受
け
る
人

③
現
在
、
結
核
治
療
中
の
人
、
妊

娠
中
の
人

料
金

無
料

受
診
方
法

①
各
会
場
の
受
け
付
け

で
、
住
所

・
氏
名

・
年
齢
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

②
い
ず
れ
の
会
場
で
も
受
診
で
き

ま
す
。

③
大
村
、
西
大
村
会
場
は
、
昭
和

臼
年
春
に
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

月白 ~ 場 時 関

11 . 14 4- 村 ノ4ス; 民 官官 9:30 - 10:30 

幽 溝 陸 公 民 官官 11 : 00 - 11: 30 

浦 出 張 所 13: 00 - 14: 00 

西 部 公 民 自官 14: 30 - 15: 00 

17 鈴 田 出 張 所 9: 30 - 11: 50 

(月) 陰 平 下 公 民館 13:00 - 14: 00 

中 里(平野商庖前) 14: 30 - 15: 30 

18 里 木 ナA以. キ交 10: 00 - 10: 30 

(刈 'i!!f ヨ 海E 出 張 所 11 : 00 - 11: 50 

原 町 公 民 官官 13: 00 - 13: 30 

荒 法H 公 民 官官 14: 00 - 15: 00 

19 東 光 寺 ~ 民 自官 9: 30 - 10: 30 

(柑 野岳湖(小川商庖前) 11 : 00 - 11: 50 

武 留 路 /一， 司、 民 館 13: 00 - 14:00 

20 寿 古 ~、 民 豊富 10: 00 - 11: 50 
(村 松 原 出 張 所 13: 00 - 15: 00 

21 立福寺(舟森 商庖前) 9: 30 - 11: 50 

七封 福 重 出 張 所 13・00- 15: 00 

25 原 口 第 一 公民館 9: 30 - 11: 50 
(火) 竹 松(千登勢旅館駐車場) 13: 00 - 15:00 

26 呂 路 公 民 官官 9: 30 - 11: 50 I 

同 大村農業 改良普及所

27 竹 松 出 張 所 9: 30 - 11: 50 
同 里 丸 公 民 宮古 13: 00 - 14: 00 

富の原二 丁目公民 館 14: 30 - 15: 30 

28 中 I也 区 公 民館 9: 30 - 11:50 
幽 市 役 所 13: 00 - 15: 00 

結核健康診断日程表

6 -

たいてい l:iIA周ar守t.:i首グ;}す。

( 11 月 15 日、午後 1 時~ 3 時 、 福祉セ ンター )

yクゼ1:/、

※耳とことばの相談日

が夜t;t;クゼ/.:似た症次

民共
ぴ
〈
版
以
赤
信
号
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老

人

保

健

大
村
市
で
は
、
健
康
診
査
、
健
康

教
育
、
健
康
相
談
お
よ
び
訪
問
指
導

な
ど
の
各
種
保
険
事
業
を
実
施
し
、

皆
き
ん
の
健
康
保
持
や
病
気
予
防
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
事
業
の
一
環
と
し
て
老
人

医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
が
、
病
気
や

け
が
の
た
め
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

さ
れ
た
、
昭
和
日
年
6
月
分
の
医
療

費
の
額
な
ど
を
、
日
月
上
旬
ま
で
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
健
康
の
大
切

さ
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
、
健
康
管

理
の
必
要
性
を
よ
り

一
層
自
覚
し
て

amし
ん
(
は
し
か
)

予
防
接
種
を

実
施
中
で
す

該
当
す
る
幼
児

①
生
後
日
か
月
1
η
か
月
ま
で

の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の

な
い
幼
児

②
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
幼
児

い
た
だ
き
、
家
庭
や
地
域
で
の
健
康

づ
く
リ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

皆
き
ん
の
必
要
な
受
診
を
抑
制
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

な
お
、
こ
の
こ
と
は
個
人
の
秘
密

に
属
す
る
も
の
で
す
の
で
、
そ
の
取

り
扱
い

に
つ

い
て
は
慎
重
を
期
す
と

と
も
に
、
親
展
文
書
で
医
療
受
給
者

あ
て
郵
送
し
ま
す
。

料
金

無
料

接
種
期
眼
目
月
却
日
出

接
種
方
法

個
人
接
種
で
す
。
直

接
、
指
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

※
接
種
医
院
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

日
月
号
の
市
政
だ
よ
り
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
の
内
容

②
受
診
者
名

②
入
院
・
通
院
・
薬
局
の
別

③
医
療
費
の
額

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

国
民
健
康
保
隣

国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
制
度

の
理
解
を
深
め
、
自
分
の
健
康
管
理

に
役
立
つ
よ
う
に
、
医
療
費
通
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
が
8

月
中
に
受
診
さ
れ
た
医
療
費
を
、
日

月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
な
た
は
、
日
頃
か
ら
健
康
に
注

意
し
て

い
ま
す
か
、
あ
な
た
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
が
け
が
、
あ
な
た
の
家

計
を
助
け
る
よ
う
に
、
あ
な
た
の
健

康
へ

の
注
意
や
国
保
へ
の
理
解
が
国

保
財
政
を
助
け
る
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
の
健
康
管

理
に
十
分
心
が
け
る
と
と
も
に
、
よ

り
適
正
な
受
診
を
し
、
ム
ダ
な
医
療

費
を
少
し
で
も
減
す
こ
と
が
、
国
保

事
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

国
保
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
助

け
合
う
心
で
国
保
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係

白
色
号
理
包
ム
の
検
挙
に
ご
協
力
を

大
村
警
墨
書
(
宮
@
3
4
2
6
)

O
犯
人
が
立
ち
回
っ
た
と
き

O
犯
人
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
と
き
、

所
在
が
わ
か
っ
た
と
き

O
近
所
や
職
場
で
「
ど
う
も
お
か
し

い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
人
が
い

通
報
さ
れ
た
人
に
は
絶
対
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(か
ν

仏
部
玄
坊
泣
か

監

F1μ
…一

現
在
、
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手

配
さ
れ
逃
げ
回
っ
て
い
る
犯
人
は
、

約
4
5
0
人
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
犯
人
は
、
善
良
な
市
民

生
活
の
中
に
潜
り
込
ん
で
、
警
察
の

捜
査
の
目
か
ら
の
が
れ
て
お
り
、
野

放
し
に
し
て
い
る
と
第
2
・
第
3
の

犯
罪
に
つ
な
が
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
、

ま
た
は
、

1
1
0
番
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

O
指
名
手
配
の
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
な

ど
で
見
た
犯
人
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
、
よ
く
似
た
人
を
見
た
と
き

使初広広りまし芝
E銑大ヂ搬

いつでも受け付けます)宮⑮9658(慈恵荘内、

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、

皆
さ
ん

の
要
望
が
満
た
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
改
正

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
村
線
で
は
、
快
速
列
車
の
増
発

の
ほ
か
、
昼
間
の
列
車
は
利
用
し
や

す
い
接
続
の
よ
い
ダ
イ
ヤ
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点

①
下
り
列
車
は
、
諌
早
で
博
多
行
特

急
か
も
め
号
に
接
続
を
よ
く
し
ま

し
た
。

②
長
崎
発
、
佐
世
保
行
の
快
速
列
車

を
増
発
し
ま
し
た
。

(長
崎
日
時

ω分
↓
大
村
山
山
時
的

分
↓
佐
世
保
げ
時
必
分
)

③
長
崎

へ
行
か
れ
る
人
は
、
市
布
経

由
の
電
車
に
接
続
し
ま
す
の
で
、

諌
早
・
喜
々
津
間
で
乗
り
替
え
る

と
叩
分
1
日
分
、
早
く
着
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
村
駅
(
宮
@
3
6

0
0
)
 

※ボケ老人介護相談電話室
- 7 -
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住
宅
金
融
公
庫
に
上
乗
せ
融
資

1
1
戸
当
り
4
0
0
万
円
ま
で
j

県
で
は
、
長
崎
県
の
気
候

・
風

土

き

は

ロ

セ

ン
チ
角
以
上
、
基
礎
高
は

な
ど
の
特
性
を
踏
ま
え
た
、
よ
り
高

ω
セ
ン
チ
以
上
な
ど
)
に
合
致
し
た

い
耐
久
性
と
良
好
な
居
住
性
を
備
え
住
宅
を
つ
く
る
場
合
に
は
、
従
来
の

た
優
良
な
在
来
工
法
木
造
住
宅
の
建

住
宅
金
融
公
嘩
融
資

(通
常
5
1
0

設
を
促
進
し
、
併
せ
て
林

業

、

木

材

万

円

)
に
、
県
が
民
間
金
融
機
関
と

産
業
、
住
宅
産
業
の
活
性
化
を
図
る
協
調
し
て

2
0
0
万
円
ま
で
、
き
ら

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
し

い

融

資

に

同
公
庫
が

2
0
0
万
円
ま
で
合
計

制
度

l
地
域
優
良
木
造
住
宅
制
度
を

4
0
0
万
円
ま
で
上
乗
せ
融
資
を
受

日
年
度
か
ら
発
足
き
せ
ま
し
た
。

け

ら

れ

ま

す

。

こ
の
制
度
は
、
県
が
定
め
る
優
良

利
率

年
5
・
お
%

木
造
住
宅
の
建
手
芸
準
(
柱
の
大
き

募
集
戸
数

日
戸

皆さんの善意によって積み立てられる

福祉基金
市民の福祉を増進するだめに¥皆さんの

善意の寄付を積み立てています。今後とも

ご協力をお願いします。

問い合わせ 福祉課福祉係

写亘のシルを差し上げます。

希望者は福祉課まだは広報公聴課へ。

申
込
方
法

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資

申
込
時
に
併
せ
て
、
申
し
込
ん
で

く
だ
き
い
。

問
い
合
わ
せ

県
土
木
部
住
宅
課

(合
長
崎
@
1
1
1
1
)

刊
月
幻
自
で

大
村
市
公
営
駐
車
場

を
閉
鎖

大
村
市
公
営
駐
車
場
は
昭
和
必
年

開
設
以
来
、
多
数
の
皆
き
ん
に
利
用

し
て
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

大
村
市
中
央
高
居
会
協
同
組
合
連
合

会
が
立
体
駐
車
場
を
建
設
し
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
新
設
工
事
に

着
手
し
ま
す
の
で
大
村
市
公
営
駐
車

場
は
、
日
月
出
日
を
も
っ
て
駐
車
場

業
務
を
全
面
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

長
い
間
の
ご
利
用
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

防火の大伎~1J1tt=が主従 1:.:..σ~旬。句。。0:11:。匂Q:eQ弐β句。司

竹月26日--12月2日・

火の用l山 アつのポイント

T 寝たばこや芝ばこの投げ措てをしない

2 子供には¥マッチやライタ で遊ばせない

3 風の強いときは¥疋き火をしない

4 天ぷらを揚げるときは、 その場を離れない

5.家のまわりに燃えやすいものを置かない

6.ふろの空芝きをしない

7.ストーブには¥燃えやすいものを近づけない

消防の時間 期間中¥自巴¥午後8時にサイレンを

オ分間鳴らします。

消防演習召集サイレン 什月26日体)

-秋の全国火災予防運動

火災の発生しやすい季節です

火の取り扱いには十分ご注意を

- 8 -

午前8時

消火実験 ・避難訓練や防火相談は大村消防署(宮⑫4138)へお気軽にどうぞ。

テレホンサ ビスはE⑪ 11 9 0/¥O 

※住宅金融公庫第 3固個人向け住宅融資受付中 (11月28日まで)



との命

‘ 
2歩メ." 

赤い羽根、第 4 便ガ倒着(~、長崎空港)

全白空トライスター機で¥赤い羽根空の第 T便ガ到着。

長崎空港で伝達式ガ行われ¥スチュワーテースの井上佳

美さんと出口喜美子さんから¥中村田役と田中 部社

会福祉協議会長に、赤い羽根ガ手渡されましだ。

いつほチームガ優勝(潟、市民体育館)

第守口の大村市社会福祉施設パレ ボ ル大会

ガ開かれ¥保育園、特養ホームなどから9チー

ムガ参加して熱戦を繰り広げました。

結果は①いつほ(市立保育所〉¥②新城保育圏、

③ふるまち保育園でした。

T ‘叱 r • 

ユニーク怠 uかかしコンクール、など、賑やかに ! 

(%、 大村市農協 .. 

約2000人ガ集って¥大村市農協の総合運動会ガ開かれま

しだ。麦所対抗の競技のほか、ガガレコンクールや標語

コンクールなどもあり¥会場は沸きかえっていましだD

皆さんも長生きしてください。(%、黒丸公園) 寸

黒丸町の陳内オ蔵さん(98歳〉ガ¥数え年99歳の白寿 | 

を記念して黒丸公園に植樹を行いました。陳内さん l 
let/-長生きの担当決は、 ゆ「芝りした気持ちで、招き | 

嫌いばせんことですたし¥Jと元気に話していましだ。+

九州iで初の uトリオホーン、ガ登場

(男、大村浜屋)

大村浜屋正直入口付近に¥九州で初めての「ト

リオホーン.J'スピーカーホ ン」ガ設置され¥

ミス大村の遠藤信子さんらによって記念通話ガ

行われきしだ。

月曜日 ~土曜日、午前10時~午後 5時)

お
わ
び
と
訂
正

合⑮4070(諏訪保育園内、

い分・ト
で~ L 10 
すと の 月
。あ欄号

お る で
わの、 16
ぴ は 固 ぺ
し、定 |
て 3資ジ
訂 期 産 「
正 分 税税
しの(ス
ま間 1・ポ
す違期・ ツ

聞
い
て
ま
す
か

良
湖
⑭
昌
百

大
村
の
歴
史
を
、
わ
か
り
や
す
い

解
説
で
お
聞
き
い
た
だ

い
て
ま
す
。

あ
な
た
も
、
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
み
ま
せ

ん
か

※子育て電話相談室

合
(⑩

4
1
4
0

9 -
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ロータリークラブの交換留学生

ノすーノすラ・アン・~レトラ夫人 i武部町・ 19歳)

バ
l
バ
ラ

・
ア
ン
・
ペ
ト
レ
ラ
さ

ん
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
プ
ロ
ト
ン
市
の
高
校
を
今

年
の
夏
、
卒
業
。
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
(
武
藤
正
己
会
長
)
の
交
換

留
学
生
と
し
て
8

月
に
大
村
を
訪
れ

大
村
高
校
の

1
年

生
と
し
て

2
学
期

か
ら
通
学
し
て
い

る
。
)す

で
に
ひ
ら

が
な
を
マ
ス
タ
ー

し
、
現
在
、
カ
タ

カ
ナ
に
挑
戦
中
と

い
う
パ

l
バ
ラ
き

ん
。

「パ

l
ブ
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
、
学
校
で
も
多
く
の
友
だ
ち
が
で

き
た
。
日
本
語
は
む
つ
か
し
い
け
ど
、

日
本
が
大
好
き
で
す
。
大
村
市
で
一

番
好
き
な
所
は
、
長
崎
空
港
で
す
。

日
本
食
も
O
K
よ
、
学
校
で
は
弁
当

が
楽
し
み
L

と
笑
顔
で
話
す
バ
!
ブ

き
ん
。
趣
味
は
写
真
撮
影
で
、
い
ろ

ん
な
所
を
撮
っ
て
回
り
た
い
と
か
。

健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー

ご
主
人
の
仙
の
健
康
に

敏
感
で
す
か

ス
ト
レ
ス
社
会
を
反
映
し
、
う
つ

状
態
に
悩
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

心
の
病
に
悩
む
夫
と
そ
の
妻
に
は
、

あ
る
種
の
共
通
項
が
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す
。

夫
は
、
責
任
感
が
強
く
、
き
ち
ょ

め
ん
を
看
板
と
す
る
が
ん
ば
り
屋
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
と
出
世
タ
イ
プ
で
、

青
や
緑
、

そ
し
て

ミ安全

③ 

昇
進
が
早
け
れ
ば
期
待
過
剰
と
な
っ

て
悩
む
こ
と
に
な
り
、
逆
に
遅
け
れ

ば
欲
求
不
満
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
受
け

や
す
い
。

一
方
、
妻
で
目
立
つ

の
が
し
っ
か

り
者
タ
イ
プ
。
情
報
通
で
、
夫
は
夫
、

自
分
は
自
分
と
割
り
切
り
、
自
立
心

も
旺
盛
。
家
で
ま
で
会
社
の
仕
事
を

す
る
よ
う
な
夫
を
快
く
思
わ
ず
、
酒

は
外
で
飲
む
も
の
と
の
考
え
で
、
晩

酌
の
し
た
く
な
ど
全
然
・
・
・
・
・
・
。

⑭ 
⑤ 

黄
色
と
か
、
色
が
つ
い
て
い
て
と
て

も
き
れ
い
で
す
。
ど
う
し
て
、
あ
ん

な
色
が
つ
く
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
は
じ
き
を
た
く

さ
ん
集
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

武士くん(池田新町)

S .59.2.20生まれ

アイFル登場
とても元気な子です。自を離すと¥す

ぐに¥どこかに行ってしまいます。家

中ガ武士に振り目されている、といっ

芝居臼です。大きくなっても、今のよ

うに元気で、行動力のある人になって

欲しいですね。(巴 -すみ枝さん〉

よしだ

吉田

現
在
、
空
手
を
習
っ
て
い
て
、
帰
国

す
る
ま
で
に
黒
帯
が
目
標
だ
そ
、
つ
だ
。

大
村
に
は
来
年
7
月
ま
で
滞
在
し、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
買
の
浜
崎
正
雄

さ
ん
方
な
ど
五
家
庭
に
寄
宿
し
、

日

本
の
生
活
を
体
験
す
る
。

こ
ん
な
タ
イ
プ
の
人
は
、
ご
主
人

の
発
す
る
危
険
信
号
に
な
か
な
か
気

づ
き
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

妻
は
さ
り
気
な
く
夫
に
気
を
向
け

て
、
頼
り
が
い
が
あ
る
と
認
識
し
、

夫
も
妻
が
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ

て
い
る
な
と
認
識
す
る
|

|
こ
ん
な

関
係
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

"・0 

こん亀ヲ~II，ーフ
11-:>>τa7⑤ 

フ
す
一
フ

指
ク

-

E

・E

・

を
ト

は
ク

醐
タ

払

{r

m肺
一釧

口
真
村大

こ
ん
に
ち
わ
、
大
村
ロ

l
タ
1

・
ア
ク
ト
・
ク
ラ

ブ
で
す
。
聞
き
な
れ
な
い

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

結
成
き
れ
て
3
年
目
、
目
標
に
、
ρ

ロ

ー
タ
リ
ー
精
神
。
つ
ま
り
、
奉
仕
と

い
う
こ
と
を
揚
げ
る
フ
レ

ッ
シ
ュ
で

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ク
ラ
ブ
で
す
。

奉
仕
と
い

っ
て
も
、
若
者
た
る
自
分

の
手
で
、
体
で
、
奉
仕
と
い
う
も
の

に
答
え
を
つ
か
ん
で
い
く
の
は
自
分

自
身
。
主
な
行
事
は
、
難
民
セ
ン
タ

ー
親
善
サ

ッ
カ
ー
大
会
や
献
血
、
子

供
の
家
訪
問
な
ど
。
自
分
た
ち
で
考

え
、
企
画
、
実
行
し
て
い
く
自
主
的

な
ク
ラ
ブ
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
加

歳
ま
で
の
職
業
人
で
、
男
性
8
人、

女
性
日
人
の
計
幻
人

「私
た
ち
の
住

む
大
村
の
未
来
や
如
何
に
」
と
憂
う

昭
和
の
志
士
の
集
ま
り
で
す
。
毎
月

第

1
・
3
木
曜
日
に
市
コ
ミ
セ
ン
で
、

場
ジ
瓜
hv

一
人
だ
ち
の

精
神
を
育
て
る

皆
さ
ん
に
よ
く
「
ど
ん
な
子
ど
も

に
育
て
た
い
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま

す
と
「
男
の
子
は
た
く
ま
し
く
、
女

の
子
は
笑
顔
の
あ
る
子
に
」
と
答
え

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
大
2
、
高
3
、

高
1
、
中
1
と
二
男
二
女
の
親
と
な

り
子
育
て
初
年
を
迎
え
ま
し
た
。

子
ど
も
の
性
格
を
見
極
め
な
が
ら

し
つ
け
を
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
が
、

時
と
し
て
親
の
思

い
の
枠
を
越
え
、

は
ら
は
ら
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
は
ら
は
ら
が

親
と
子
の
距
離
を

近
づ
け
、
共
に
育

ち
育
て
ら
れ
る
と

い
う
実
感
に
つ
な

が
り
、

今
ま
さ
に
、

自
他
共
に
心
の
目

を
光
ら
せ
な
が
ら

子
育
て
奮
戦
中
で

す
。子

育
て
を
通
じ

て
痛
感
す
る
こ
と

は
た
く
き
ん
あ
り

ハU
1
・ム

ぬ
ゆ
⑧
⑧
@

⑧
⑨
⑨
ハ
ゆ

No.13 

ま
す
か
「
一
人
だ
ち
の
精
神
」
を
育

て
る
む
ず
か
し
さ
で
す
。
親
は
、
い

つ
ま
で
も
子
ど
も
を
か
ば

っ
て
や
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

親
が
い
っ

こ
の
世
を
去
っ
て
も
そ

の
瞬
間
か
ら
、
自
力
で
大
空
を
飛
ん

で
い
け
る
だ
け
の
、
強
じ
ん
な
意
志

と
体
力
を
つ
け
て
や
る
こ
と
が
、
親

と
し
て
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

松
原
地
区
健
全
協
広
報
部
長

梶

原

昭

子

定
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
学
習
会

あ
り
、
飲
み
会
あ
り
、
討
論
会
あ
り

の
例
ム
五
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
ク
ラ
ブ
・
社
会
・

職
業
・
国
際
の
4
部
門
の
奉
仕
委
員

会
に
分
か
れ
、
対
内
外
の
行
事
、
人

と
の
交
流
、
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
自

分
自
身
を
育
て
て
い
ま
す
。

い
つ
か
、
「
ア
イ
・
ラ
ブ

・
大
村
」

と
呼
べ
る
一
人
と
な
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ

ン
を
広
く
大
き
く

持
つ
、
真
の
職
業
人

・
国
際
人
を
生

み
だ
す
母
体
は
、

ロ
l
タ

l
・
ア
ク

ト

・
ク
ラ
ブ
っ
き
ゃ
な
い
。
燃
え
て

い
る
人
、
熱
烈
歓
迎
ノ
世
界
の
広
き

が
、
見
え
て
く
る
ゾ
l

/
(
田
中
顕
昭
)

みんなガンバレ(%.ふるまち保育園)

大村公園清掃奉仕(9月7日)

市
内
小
・
中
学
校

図
Z
Q白
日
旬

hu昌
司

各
学
校
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
か
、
優

秀
作
品
の
み
の
展
示
で
な
く
、
授
業

実
践
を
通
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
の

展
示
会
で
す
。
児
童

・
生
徒
の
力
作

を
ご
覧
く
だ
き
い
。

期
間

口
月
ロ
日
附
j

U
日
幽
、
午

前
9
時
i
午
後
5
時

場
所

市
民
会
館

JZ冬と、と遊えEZ企縁i岳製お(E)[rJ
Y。包ZfZ E へ君与実 t 一事はfJS~
5 てよだ主 す55JI4雪じ Eミ

、与izき:fit雪ZEL?き③⑭もてえん 。 )ん 〆、ー
おっちに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・問 、鹿d
もこや教・・・・・・・・・・・・・~I 弘司しをんえ掴・・・・・・・・・・・・・E麓記ろしたて E・・・・・・・・R哩明・・・・圃画面 J、〈、いてちも 園圃圃圃圃圃圃園時温~・・・・・ ，.~ 

匂
も

視聴覚ライブラリー

市民侠車会
入場無料です。ご家族おそろいでご観賞

ください。

日時 什月8日(土)¥午後2時'"'-'3時30分

場所 西大村コミュニティセンタ

フィルム名
子育てのl山(家庭教育〉

さよなら子ネコちゃん 〈児童劇〉

可

E
A

噌

e
A



61.11市原だよりおJJaJS

宙局~tI5æl
秋一ー。 スポ ツの秋¥読書の秋そして食べ物ガおいしい季節。食べ過ぎ

てチョッヒ。リ太り週ぎガ気になったりして......。

それからもう一つ¥忘れてならないのに芸術の秋ガありますね。芸術の薫ゆが .

いっぱいの市民文化祭へ¥ご家族おそろいでどうぞ。

IAですね。

術
大
村
市
美
術
協
会

日
月
お
日
幽
j

ロ
月

1
日
開

午
前

9
時
却
分
j
午
後
5
時

市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
作
自
を
募
集
〉

資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
お
よ
び
、

通
学
し
て
い
る
人
で
高
校
生
以
上

部
門
洋
画
、
日
本
画
、
書
、
写
真
、

デ
ザ
イ
ン
、
版
画

市

民

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

曲大会
大村謡曲愛好会

11月16日(日)、

午前 9時30分~午後4時

福祉セン ター

議

美

展通
勤

・

彫
塑
工
芸
、

受※出出
休~ 4 け O高 1品内 門 品

日付 円 校人 料 1点
(刈 け 生 5 人 数
j は O 各 2
20 11 3 0部点各
日月 O円門 以部

道大会
大村市珍道連合会

11月24日(月・振替休日 )

午前10時~午後 4時

市 コミュ ニティセンター

吟

之》
~ 弓王

-大村盆栽会

11月28日(針-12月1日(月)

午前 9時30分~午後 5時

市コミュ ニティセンター

・大村盆栽趣味の会

11月29日仕)-30日(日)

午前 9時30分~午後 5時

市民会館

展栽盆
歌
と
踊
り
の
祭
典

大
村
市
民
踊
遷
曇

大
村
民
謡
ク
ラ
ブ

市午 11
民後月
会 629 
館 時日

j仕)
9 
時
30 
分

日

舞

市

の

つ

い

藤
間
流
五
社
中

ど

日
月
初
日
制

午
後
1
時
1
5
時

市
民
会
館

民

奇茶
市

-ハ茶
'月了れ'l:/J) 道之》
て強テヤ‘ 蓮 Z豆

半台芸

市 午 11
コ 前月
ミ 1030 
ユ時日
ニ ¥(日)
テ午
イ後
セ 3
ン時
タ

之》
Z芸

大村市文芸協会

11月24日(月・振替休日 )、午前 9時~午後 6時

市コ ミュ ニティ センター

大
f圭f

z三文

〈作
ロ∞
を
募
集
〉

①
短
歌
の
部

・
開
始
時
刻

正
午

・
詠

草

未

発
表
作
品

1
首
(
当
日
ま
で
発

表
し
な
い
こ
と
)

・
会
費

1
0
0
0
円

・
投
稿

先

干

鰯
東
本
町

3
4
2
{Y2
 

島
崎

重
八

・
締
め
切
り

口
月
5
日

い
川

L
U
Y
 

②
川
柳
の
部

・
開
始
時
刻

午

前
9
時

・
宿
題

掴
む
、

女
文
字
、

教
師
、

個
性
、
た
め

ら
い
、
同
権
、
玉
串

各
2
句

一 12-

華 道展
大村市華道連合会

民

11月29日仕)-30日(日)

午前10時~午後 5時

市民会館

市
-
会
費

1
0
0
0
円

③
俳
句
の
部

・
開
始
時
刻
午
前
日
時

・
募
集
句

3
句
、
当
季

雑
詠
(
未
発
表
に
限

る
)

・
締
め
切
り

口
月
5
日

対

・
投
句
先
干
制
木
場
三

丁
目
5
3
6
1
1
、

中

島

白

舟

・
当
日
句

2
句
(
大
村

公
園
付
近
写
生
句
)

正
午
締
め
切
り

・
会
費

1
0
0
0
円

(当
日
句
の
み
の
人

は
5
0
0
円
)
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O 資委

i G 
o 

格

受
験
資
格

①
一
口
同
校

(旧
制
中
学
校

を
含
む
)
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

し、

上
下
水
道
ま
た
は
衛
生
工
事

の
設
計
、
施
工
に
関
し
3
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

②
削
号
に
規
定
す
る
工
事
の
設
計

施
工
に
7
年
以
上
従
事
し
た
経
験

を
有
す
る
人

③
そ
の
他
、
市
長
が
特
に
資
格
が

試

あ
る
と
認
め
た
入

試

験

日

日
月
初
日
閥
、
午
前
9
時

日山分

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

受
け
付
け
日
月
6
日
同
1
日
日
嗣

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課
計
画
指
導
係

験

補
問
事
業
に
よ
る

山
林
手
入
れ
の

申
請
を
受
け
付
け

大
村
市
森
林
組
合
で
は
、
各
種
補

助
事
業
に
よ
り、

植
林
か
ら
下
刈
り
、

除
伐
、
間
伐
、
枝
打
ち
ま
で
の
一
貫

大村ライオンズクラブでは¥大村市献血協力会とタイ

戸ツブして¥積極的に献血推進運動に取り組み、大きな

成果をあげています。今年も街頭献血を行いますので¥

皆さんの暖かいご協力をお願いします。

日時 11月14日間¥午前9時30分~午後4時

場所 市民会館裏側駐車場

し
た
作
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
c

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
き
い
。

補
助
事
業
名

①
森
林
総
合
整
備
事
業

②
間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業

③
地
区
林
業
構
造
改
善
事
業

必
要
な
も
の
山
林
の
所
在
地
、
面

積

(
叩
ア
l
ル
以
上
)
、
印
鑑

申
請
期
限
日
月
泊
日
出

申
請
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
森
林
組
合

(干

鰯

旧

大

川
田
町
側
1
1
、
合
③
8
2
3
8
)

軍
人
傷
病
者
妻
の

特
別
給
付
金
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

今
回
、
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、

戦
傷
病
者
妻
の
特
別
給
付
金
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
人
は
、
急
い
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
き
い
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
社
会
係

0
0
0
6
 

大
村
商
工
会
議
所
塑
斗
刊
周
年

記

念

講

演

会

入
場
無
料
で
す
。
多
数
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

期

日

日

月

2
日
同

時
間

午
後
2
時

ω分
1
4
時
日
分

場

所

市

民
会
館

講演
師 断 題

政
界
よ
も
や
ま
話
、

一
万
両

政
治
評
論
家

細
川
隆
一
郎
先
生

問
い
合
わ
せ
大
村
商
工
会
議
所

(
宮

@
4
2
2
2
)

第
刊
回
み
ん
な
の
健
康
教
室

糖
尿
病
教
室
大
試
食
会

日
月
は
糖
尿
病
月
間
で
す
。
糖
尿

病
の
人
、
糖
尿
病
の
心
配
を
し
て
い

る
人
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
き
い
。

日
時
日
月
日
日
目
、
午
前
日
時
1

午
後
2
時

場

所

国

立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー
(久
原
2
丁
目
)

問
い
合
わ
せ
国
立
長
崎
中
央
病
院

(
宮

@

3
1
2
1
)

健
康
教
育
講
演
会
⑦

期
日
日
月
初
日
嗣

時

間

午

後

1
時
却
分
1
3
時
初
分

場
所
福
祉
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室

内
容
ね
た
き
り
を
つ
く
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り

講
師
国
立
療
養
所
長
崎
病
院

浜
村
明
徳
先
生

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

健
康
教
育
講
演
会
②

日
月
初
日
側

午
後
l
時
初
分

萱
瀬
出
張
所

成
人
病
予
防
に
つ
い
て

今
回
医
院

今
回
正
夫
先
生

健
康
相
談

(
市
保
健
婦
)

時

間

午

後

3
時

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

講 演 場 時 期
師題所間日

※11月は全国青少年健全育成強調月間

大
村
市
児
童
読
書
感
想

発

表

大

市
内
の
各
小
学
校
か
ら
推
せ
ん
き

れ
た
児
童
幻
人
が
発
表
し
ま
十
。

日

時

日

月

2
日
側
、
午
前
9
時

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館
(
宮
@

2
4
5
7
)
 

A
E
 

長
崎
県
教
聾
貝

文

化

美

大
村
、
諌
早
、
北
高
地
区
に
勤
務

す
る
教
職
員
の
作
品
展
で
す
。
ご
家

族
お
揃
い
で
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
間
口
月
紅
白
樹
1
お
日
側
、
午

前
9
時
i
午
後
5
時
(
幻
日
は
午

後
3
時
ま
で
)

場
所
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

作
品
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、

彫
塑
、
書
、
写
真

術

展

F
〈
U
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身
体
障
害
者
施
設

合
同
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

イ
ン
三
彩
の
里

期

間

口

月
1
日
出
i
3
日
間
、
午

前
9
時
1
午
後
5
時

場
所

三
彩
の
里

(原
町
)

参
加
施
設

三
彩
の
里
、
常
明
園
、

慈
恵
荘
、
パ
l
ル
ハ
イ
ム

展
示
即
売
品

陶
器
、
粘
土
細
工
、

人
形
、
紙
細
工
、
手
芸
品
な
ど

問
い
合
わ
せ

三
彩
の
里

(
告

@
8
8
3
3
)

長
崎
県

ふ
る
さ
と
農
業
ま
つ
り

期

間

口

月
2
日
制
1
3
日
間

場
所

県
総
合
運
動
公
園
芝
生
広
場

(
諌
早
市
)

内
容

①
農
林
畜
産
物
、
加
工
品
の

展
示
即
売

②
ふ
る
さ
と
直
送
便
コ
ー
ナ
ー

③
ふ
る
き
と
の
味
茶
屋

④
農
業
先
端
技
術
展

⑤
ミ
ニ
牧
場
、
演
奏
会
、

能
の
ふ
れ
あ
い
広
場

郷
土
芸

ろ

う

学

校

文

化

祭

期

間

口

月
日
日
出
l
同
日
目
、
午

前
9
時
l
午
後
4
時

(
凶
日
は
、

午
後
3
時
ま
で
)

場
所

県
立
ろ
う
学
校

内
容

①
児
童

・
生
徒
、
職
業
科
の

作
品
展

②
学
習
発
表
会

③
聴
能
展

(聴
能
相
談
)

④
手
話
教
室

⑤
陶
芸
教
室

⑤
茶
会
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
生
徒
作
品
の
一
部
を
即
売
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

県
立
ろ
、
っ
学
校

(
宮

@
3
4
5
3

※ 場期 \"~':;'!~~(;
行畜お 所日 :九.
い産よ :(::C.~. 
ま共び市 12:.21S;;" 
す進周コ月ふ

O 会辺 ミ 6
は ユ日 :/-'￥

ニ 仕 <t~U':
テ 1
イ 7
セ 日 1湿量軍監E 
ン (回日団)X¥
夕'~'. . :.:九.

業業
12 

加特ケ大生 相小 農 月 郷:‘ぺ :
工産大村 j活舌談学林 7 土 乞γ'，:，'ヘ.~糸

-品を会寿展、校産 日 産川.
コ {使安 、し 、怨郷T9児巴 ヰ物勿 (畑目)品 '.'干

ン つ もコお土童品 の 守古
テた ち ン に 産 作評 展:何
ス郷 ま ク ぎ 品 品会 示 :山よ予i 

ト 土 き り ) の 展 の E即日げ三.三/￥f汗t 
料大ルコ展、即 売/lf1
理会、ン示農売 っ，:oc¥

、カク即 業
菓大ラ l売共市
子 村オ ル 、済内

日
月
お
日
幽
に

〈
催
し
も
の
〉

ロ
月

6
日
出

農
林
産
物
品
評
会
、
市
内
小
学
校

児
童
作
品
展
、
農
業
共
済
相
談

園

局

日

時

日

月
日
日
出

1
午
前
日
時
1

午
後
4
時
、
日
日
間

l
午
前
9
時

J
分

1
午
後
2
時

場
所

県
立
園
芸
高
校

内
容

①
学
科
展
、
農
産
物
展
示

②
即
売
会

(野
菜
、
果
物
な
ど
)

③
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ

県
立
園
芸
高
校

(
宮

@

3
1
2
1
)

0
8
 

中
央
公
民
館
講
座

小
倉
百
人
一
首

子
ど
も
か
る
だ
教
室

内
容

日
本
の
伝
統

H

小
倉
百
人

一

首
々
の
並
べ
方
、
と
り
方
、
遊
び

方
を
学
び
ま
す
。

期
間

ロ
月
日
日
出
、
初
日
出
、
昭

和
臼
年
1
月
4
日
側
、
午
後
2
時

1
4
時

対
象

小

・
中
学
生
、
高
校
生

定
員

ω人

講
師

清

水

繁

先

生

受
講
料

無
料

(教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
氏
名

性
別
、
住
所
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

締

め

切

り

口
月
却
日
出
、

G 当
日
消 祭

印
有
効

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
(
干
鰯
幸
町
お
i
お

市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
、

宮

@

3
1
6
1
)

中
地
区
公
民
館
講
座

手
づ
く
り
年
賀
状

木
版
画
を
利
用
し
た
、
手
づ
く
り

の
年
賀
状
を
つ
く
り
ま
す
。

期
間

口
月
ロ
日
j
ロ
月
刊
日

毎
週
水
曜
日、

午
後
7
時
1
9
時

対
象

成
人

(親
子
も
可
)

定
目
貝

加
入

講
師

岩
永
憲
治
先
生

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
氏
名

住
所
、
電
話
、
年
代
、
職
業
、
講

座
名
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ

去」い
。

締
め
切
り

印
有
効

日
月
5
日
側
、
当
日
消

A
せ

1
B
A
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(
=
I
制
松
並
1

丁
目
制
l
5

E
@
1
3
7
6
)

※ 11月11日'""-'17日・税を知る週間 (街頭キャンペーン :11月9日、本町アーケード )

第

九

を

う

た

お

う

ハ
レ

ル
ヤ

・
歓
喜
の
歌
を
歌
、
っ
会

か
ら
、
第
九
を
歌
う
会
へ
と
名
称
を

変
更
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
を

歌
え
る
よ
う
に
少
し
づ
っ
練
習
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

練
習
日

ロ
月
日
日
出
か
ら
毎
月
第

2
土
曜
日
、
午
後
7
時
j

9
時

対
象

中
学
生
以
上
成
人

会
場

市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
導

大
久
保
孝
繁
先
生
ほ
か

申
し
込
み

電
話
か
は
が
き
で
氏
名
、

住
所
、
電
話
、
年
代
、

パ

!
卜
を

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(
=
l
制
松
並
1

丁
目
制
1
5
、
告
(⑪
1
3
7
6
)

秋

季

テ

ニ

ス

大

会

日

時

日

月
日
日
側
、
午
前
9
時

※
雨
天
の
と
き
は
弘
日
開

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目

一
般
男
子

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
お
よ

び
通
勤
し
て
い
る
人
(
学
生
も
可
)

参
加
料

1
組

2
0
0
0
円

締
め
切
り
口
月
刊
日
間

申
し
込
み

大
村
市
テ
ニ
ス
協
会

(
宮

@
9
4
2
1
、
小
宮
)
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市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時

日
月
日
日
目

集
合

午
前

6
時
叩
分
、
市
役
所
前

出
発

午
前
7
時

コ
ー
ス

市
役
所

1
大
多
武

1
南
川

内
1
五
ヶ
原
岳
i
黒
木

※
途
中
下
山
も
で
き
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

雨
具
、
帰
り
の

パ
ス
代
、
保
険
料

(川
円
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
山
岳

会

(
宮
@
2
7
3
6

今
里
)

第
出
回
少
年
剣
道
大
会

期
日

日
月
初
日
目

場
所

市
民
体
育
館

種
目

団
体
戦

・
個
人
戦

・
紅
白
戦

締
め
切
り

口
月
げ
日
開

※
申
込
用
紙
は
、
各
道
場
へ
送
付

勤労青少年ホーム講座受講生

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

市
営
佳
毛
(
第
一
種
)

既
存
空
屋
の
入
居
者

住宅 名 戸数 間取り 家賃(月額)

久原 第 2 3 6・6・5 19，100-19，200円

植 松 4 6 ・ 4.5 5.000- 5.100円

久 原 4 6 ・ 4.5 6，300- 6，800円

古 町 2 6 ・ 4.5 4.700円

1 6 ・ 4.5 6.300円
竹 松

1 6・4.5・3.5 9.800円

池田(盲人用 ) l 6・6・4 13.500円

型1動 ※ 申受
!こ塁ヲ 収建 しけ

君、 入築 込付
ん蓋さ な 課 みけ
じじ ど住 ・

せz:: こ宅 問 11
ん 在 /手 村 m 制係 い 月

グ 2C鎗働争;限 合 5
E 'Y噌吋ψ明、 が わ

ル あヰヨ会長!あ せ ~j()
| のぴ芳盛義~ 1 
ブ ~制ぽ ま '5 

孝<>~b-.~'" す日

仕)

実
習
日

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

時
間

午
後
7
時

1
9時

場
所

中
地
区
公
民
館

講
師

山

口

貞

子
先
牛-

会
費

月
1
5
0
0
円

(材
料
費
を

含
み
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

宮

@
2
8
7
3
(山
口
)

曜B 講座名 内 t廿共ー

日 7 一 ス 会テ 一 ス

調理講座 料 理
月

フォークダンス講座 フ ォ ー ク ダーンース本イ| 

茶 道 講 座 裏干

火 秋 友 会 池 坊

L、 レ、 友 紙 ね ん ど

茶道講座 表 千 家

自 菊 会安 達 流

水 書 道 講 座 ペ / 習 十~ 

着 付 講 座 和 ijR 着 付

卓 愛 会卓 球

茶道講座 ヨc丁土ア、 偏 流

梅 香 会池 坊

パ yチワーク講座 パ ッ チ ワ ーク
木

パド:ントン講座 ノ〈ド:ントン

桔 梗 会新 池 坊

調理講座 料 理

時 月 会専 正 池 坊

金 アー ト7ラワ 講座 アー トフ ラワー

o . Aセミ ナー 才フ ィスオートメーション

土 民 踊 会民 踊

時間 午後6時30分-8時30分 (バド ミントンは

午後7時30分-8時3C分、テニスは午前10時30

分~正午)

問い合わせ 勤労青少年ホーム (宮@1353)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り

J

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

《
香
典
返
し
》
敬
称
略

福
祉
基
金
へ

マ
黒
岩
ハ
ル

エ

(久
原
2
丁
目
)
3

万
円

マ
本
村
末
市
(
岩
松
町
)
5
万
円

マ
堀
内
雅
範
(
鹿
児
島
県
)
1
万
円

マ
山
田
キ
ク
ノ
(
重
井
田
町
)
2
万

円
社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
浜
口
、
キ
ミ
ノ
(
松
並
2
丁
目
)
叩

万
円

マ
林
田
一
房
子
(
久
原
2
丁
目
)
6
万

円
マ
有
川
斉
(
松
並
1
丁
目
)
5
万
円

マ
鬼
塚
卓
弥
(
片
町
)
却
万
円

マ
安
岡
幸
重
(
富
ノ
原
2
丁
目
)
叩

万
円

マ
坂
田
喜
男

(杭
出
津
2
丁
目
)
日

万
円

マ
山
田
正
俊
(
小
路
口
町
)
5
万
円

《
一
般
寄
付
》

敬
称
略

少
年
非
行
・
犯
罪
防
止
の
た
め
に

マ
大
村
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
i
防

犯
灯
2
基

(
3
万
円
相
当
)

清
和
園
ヘ

マ
高
原
生
花
鹿

l
花
ほ
か

マ
森
・
中
島

・
岩
井
理
容
院
i
奉
仕

給
食
サ
ー
ビ
ス
対
象
世
帯
へ

マ
園
田
商
庖
(
本
町
)
果
物
ほ
か

泉
の
里
へ

マ
山
口
シ
ズ
(
玖
島
郷
)
梅
干

マ
川
原
知
顕
(
玖
島
郷
)
供
養
ほ
か

マ
松
原
西
部
福
寿
会
、
大
村
民
踊
愛

好
会
、
大
村
少
年
合
唱
団
、
大
村

歌
謡
愛
好
会
、
藤
間
勘
己
満

・(沖

田
町
)
、
南
傑
キ
ク
子
(
東
本
町
)

l
慰
問
ほ
か

マ
上
小
路
悠
々
会
、
徳
泉
川
内
老
人

会
、
大
川
田
町
老
人
会
、
会
楽
菌

1
奉
仕
ほ
か

慈
恵
荘
ヘ

マ
寿
々
木
松
子

(西
本
町
)
刊
万
円

マ
東
大
村
小
学
校
l
作
文
集
ほ
か

マ
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
短
大
有
志
、

長
崎
リ
ハ
ビ
リ
学
院
O
B
l奉
仕

マ
大
村
歌
謡
愛
好
会
、
大
村
太
鼓
連

l
慰
問

鈴
田
の
里
学
園
ヘ

マ
大
村
古
典
の
会

1
ジ
ュ
ー
ス

光
と
緑
の
圏
向
陽
寮
へ

マ
天
理
教
諌
早
支
部
i
奉
仕

マ
九
州
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会

1
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
売
鞠

i
石
け

ん
ほ
か

マ
中
村
陽
子
(
池
田
新
町
)
タ
オ
必

ヰ
品
、
‘

l
，ヵ

清
和
冨
・
泉
の
里
ヘ

マ
日
本
た
ば干
」産
業
肌
1
た
ば
甲
」
ほ

カ
清
和
国
・
鈴
田
の
皇
学
園
ヘ

マ
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卵

泉
の
里
・
慈
恵
荘
ヘ

マ
花
満

1
花
束

「ミロの世界」展(10月31日-'-11月24日、県立美術博物館)※ 
ph
u
 

屯
1
4
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税
ス
ポ
ッ
ト

・
刊
月
は
市
県
民
税
〈

3
期
)

(
5
期
)
の
納
期
で
す
。

、

国
民
健
康
保
険
税

iIJ月の保健カレジ ヲ C::=::J 

2日 当番医 16日 当番医

(日) (内・小)今回医院 桜馬場 2丁目 ft@5588 {日) (内・外)渡辺医院松原 1丁目 ft@8275 

(外・内)牧山医院 宮小路 2丁 目 宮@7831 ( 皮 ・泌 ) 黒木泌尿器科医院西大村本町 宮~ 02 1l

3日 当番医 17日 乳鈎兜健康相談 三浦出張所⑧ 9:30-11:00

(月・視) (内・ 胃)藤井内科医院 東 本 町 宮② 3878 (月) 成人の健康相談 竹松出張所 13: 30-15: 00 

(外・旺)山道医院桜馬場 2丁目 ft@)2 3 0 5 @⑪ … 7日幽と同じ ⑮みそ汁 (汁のみ少々)

4日 乳幼児発達健診 保健所⑧ 9:30-10:00 18日
乳児健康相談 鈴田出張所⑧ 9:30-11:00

(火) ⑪乳幼児の身体発育面、 精神発達面に不安を持 (刈

って いる 人

乳鈎児健康相談 福重出張所⑤13:30-15:00 19日
妊婦教室(3) 中地区公民館 13: 00-16: 00 

同

5日
妊婦教室(1) 中地区公民館 13: 00 -16 : 00 

(柑 20日
機能訓練根気の会 福祉センター 13: 30 -15 : 30 

肘
6日

機能訓練根気の会 福祉センタ-13: 30 -15 : 30 
(柑 21日 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 

闘 をゆー7日幽と閉 じ
7日 成人の健療相談 福祉セ ンタ - 13 : 00 -15: 00 

幽 ⑪40歳以上⑮血圧測定はか 238 当番医

T歳 6か月兜健慶診査 (日) (小)田川小児医院 東本町 宮@4000
市コミュニテ ィセンター ③13:00-13:30 (整)橋口整形外科竹松本町 宮@87 3 9 
⑪昭和60年4月生まれ(59年11月-60年3月生まれ

で、まだ受けていない人 も受診してく だきし、) 24白 当番医

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ (月・張) (内・小)寺井医院 玖島郷 ft@3  5 7 4 

(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿科医院東本町 宮1@4330
9日 当番医

(日) (内・小)与那外城科医医院院 池田新町 宮@)5575 26日
妊婦教室(4) 中地区公民館 13 : 00 -16: 00 

(外・内)佐藤 杭出津2丁目 宮1@3070 体

10日 安産教室 市役所 9:00-11:30② 9:30まで 27日 3歳児健康診査 市役所第 l会議室

(月) ⑮母子健康手帳、ズボン 付く ⑧ 9:30-10:00、13:00-13: 30 
一般健慶相談 市役所 13:00-16:00 ⑪昭和58年5月生まれ(57年11月-58年4月生まれ

⑮みそ汁 (汁のみ少々 ) で、まだ受けてな い人も受診して ください)

@ゆ...7日幽成人の健康相談と同 じ ⑮母子健康手帳、問診票

11日
育児相談 保健所 ⑧ 9:30-10:00 30日 当番医

(刈 (日 (小)出口小 児 科 医 院 諏 訪 2丁目 宮@2252

12日 (産)大村中央産婦人科医院 水主町2丁目宮@3850

制
妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00-16:00 

略号の説明

14日 オ歳6か月児健康診査 ⑪…対象 ⑧…受け付け

幽 市コミュニティセンター ⑧13: 00-13: 30 ⑮…持って くるもの ⑮…内容

@覚書… 7日幽と同じ 当番医の診療時間 9:00-18:00 

ρh
u
 

唱

'
A

編
展
雇
幅
「
団

自
然
は
す
っ
か
り
秋
の
色
で
す
ね
。

今
は
も
っ
秋
、
誰
も
い
な
い
海
:
:
:
と

懐
し
い
歌
を
口
づ
き
ん
で
る
と
、
若
い

女
性
に
「
も
フ
中
年
で
す
ね
」
と
言
わ

れ
て
軽
い
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

中
年
と
い
え
ば
、
働
き
寄
そ
の
中

年
の
体
を
ジ
ワ
ジ
ワ
と
む
し
ば
む
の
が

糖
尿
病
。

日
月
3
日
1
9
日
は
糖
尿
病

週
間
で
す
。
年
1
回
は
健
康
診
断
を
受

け
、
糖
尿
病
に
限
ら
ず
、
病
気
の
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
為
に

も
自
分
の
体
は
大
事
に
し
た
い
も
の
。

秋
風
や
む
し
り
だ
ガ
り
し
赤
い
花

(
一
志
φ

13日-16日、 22日-26日、 29日-12月3日)

「有高石芸=士字?芯五会話芸デ云すkて無料で行って-
i います。お気軽にご相談ください。

日 人 権相談 (6日 10 : 00 ~ 1 5 : 00) 

示行政相談 (13日 9:30 ~ 12: 00) 

定法律相 談 (19日 10 : 00 ~ 15: 00) 

例 受通事 故相談 (25日 10:00 ~ 15: 0ω 

相年金相談 (26日 10: 00 ~ 15: 00) 

首 不動産相談 (28日 13:00 ~ 16 : 00) 

※受け付けは、午前8時30分より行っています。

※ f 1月の大村ボート ( 1日-6日、
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